
2018信州総文祭 総合開会式出席報告 
 

平成 30年 8月 7日㈫  

於 まつもと市民芸術館 

 

第 42回全国高等学校総合文化祭に参加される生徒の皆さんに、同窓会として

ささやかな支援をさせていただき、その開会式に出席いたしました。 

 

昨年来新聞紙面にてその名称は目にしておりましたが、恥ずかしながら具体

的には何ぞやという程度の認識で開会式に臨んだ訳であります。 

 

「文化部のインターハイ」とも呼ばれる国内最大規模の高校生の芸術文化の祭

典。と銘打つだけあって、全国から集まった人たちで会場はいっぱい。 

秋篠宮ご夫妻も出席され、お言葉を述べられました。 

生徒代表が「信州で出会おう未来を作ろう僕らの情熱で」と開会宣言。 

夢中になれる何かを探す高校生を描いた演劇を軸に生徒発表が行われ、最後

はベートーベンの第九歓喜の歌と、テーマ曲に合わせた全生徒のダンスがフィ

ーナ―レを飾りました。 

 

「素晴らしい」のひと言しか見つかりません。数々の助言はあったであろう

が、これだけのステージを作り上げた長野県の高校生にブラボー！！です。 

 

エネルギーと熱気に溢れたステージに軽い疲れを覚えつつ、この次に信州総

文祭が行われる 40数年後は、どんな日本になっているだろうと考えながら帰途

につきました。 

 

（岸 記） 

  



長野日報 ８月８日 

 

 

 


